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行政コスト計算書
　経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収入
を示すものです。経常費用合計から経常収益合計を差
し引いたものが当該年度の純経常行政コストとなります。

これまでに取得した固定資産の老朽化は…
65.3％（前年比 1.1ポイント増）

道路や公園など、将来世代の負担割合は…
20.9％（前年比 1.4ポイント減）

総資産のうち純資産（正味資産）は…
64.5％（前年比 0.7ポイント増）

経常収益 26,95628,394
行政サービスの利用で、市民の皆さんが負担する使用料・手数料
などです（市税は含みません）。

純経常行政コスト 156,038157,537
経常費用から経常収益を差し引いた純粋に経常的なコストです。

臨時損失   1,384516
災害の復旧などに要したコストです。

臨時利益   8397
資産の売却益などです。

純行政コスト 157,339157,956
純経常行政コストに、臨時損失および臨時利益を含めた純粋なコ
ストです。

（　）は市民１人当たりの額

資　産
4,969.7億円
（144.9万円）

負　債
1,765.7億円
（51.5万円）

純資産
3,204.0億円
（93.4万円）

資　産
5,002.1億円
（146.7万円）

負　債
1,812.8億円
（53.2万円）

純資産
3,189.3億円
（93.6万円）

平成30年度

〈昨年との比較〉
平成29年度

貸借対照表（バランスシート）
　平成３０年度末時点において、越谷市全体および第三セクター等
を含めた連結ベースで市の資産がどれだけあり、その資産をどのよう
な財源（負債・純資産）でまかなってきたかを一目で分かるようにした
ものです。左側に「資産」を表示し、右側に「負債」および資産と負
債の差額である「純資産」を計上しています。

次世代が負担する借入金（市債）
など、将来返済する必要のある債
務です。

資　産 負　債496,973

463,259

33,714

20,016）

176,573

これまでの世代が既に負担をし、次
世代へ引き継ぐ正味資産の総額で
す。

純資産 320,400

（単位：百万円）

現在、市が保有している財産の総額です。

【内訳】
固定資産
　庁舎・学校・道路・公園・上下水道
　など

流動資産等
　現金・預金・未収金・有価証券・
　基金など
　（うち現金・預金

越谷市の
財務書類を作成しました
越谷市の
財務書類を作成しました

平成
30年度

決算

平成30年度平成29年度（単位:百万円）

経常費用
人にかかるコスト
（職員給与、議員報酬など）
物にかかるコスト
（光熱水費、減価償却費など）
その他の業務コスト
（委託料、公債費（利子）など）
移転費用等のコスト
（社会保障給付、補助金など）

182,993
26,676

40,073

3,467

112,776

１年間に提供された行政サービス（資産形成に使ったものは除く）に
要したすべての費用です。

185,931
26,689

37,416

3,972

117,854

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

前年度末資金残高
平成30年度平成29年度（単位:百万円）

19,831

12,550

△ 7,482

△ 6,057

△ 989

1　業務活動収支
（人件費支出、税収入、国庫補助金など）
2　投資活動収支
（固定資産取得支出、売却収入など）
3　財務活動収支等
（元利償還金支出、市債発行収入など）

　  本年度資金収支額

18,299

11,900

△ 5,134

△ 5,234

1,532

本年度末資金残高 18,841
前年度末資金残高に３０年度の収支を加えたものです。

19,831

本年度末歳計外現金残高 1,1741,158

本年度末現金預金残高 20,01620,989

　現金の流れを示すものです。市がどのような活動に資金
を必要としているのかを示しています。

＊表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない場合があります

　市民の皆さんに市の財政状況をよりご理解いただくため、財務書類を作成・公表
しています。この財務書類で、市が保有するすべての資産と負債が把握できるほか、
資産を将来世代でどれくらい負担しなければならないかなどをご覧いただけます。
　詳しくは「越谷市のざいせい状況（令和元年度上半期）」をご覧ください（市ホー
ムページまたは各地区センターでご覧になれます）。　　　　B財政課☎963－9115

市民１人あたりの
資産１４４．９万円、負債５１．５万円
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図１ 歳入 予算額
収入済額

1,059億4,382万円
519億4,163万円

市税
44.2%

国庫支出金
17.1%

市債
7.7%

県支出金
6.2%

地方消費税
交付金
5.2%

その他
19.6%

468億700万円

283億3,175万円

180億7,347万円

66億3,649万円

81億6,180万円

6,030万円

65億4,717万円

8億495万円

55億円

32億1,009万円

208億5,438万円

128億9,805万円

予算額

収入済額

図2 歳出 予算額
支出済額

1,059億4,382万円
405億2,291万円

民生費
44.7%

総務費
12.6%

土木費
10.9%

教育費
10.0%

衛生費
9.2%

公債費
7.0%

その他
5.6%

＊パーセントは予算の構成比です（令和元年（2019年）9月末日現在）

133億7,079万円
44億3,088万円

114億9,973万円
20億2,037万円

106億1,855万円
40億534万円

97億2,233万円
40億516万円

74億5,360万円
35億9,037万円
59億6,894万円

23億1,152万円

473億988万円
201億5,927万円

予算額

支出済額
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